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合度はχ2／ df ＝2.121、GFI ＝ .916、AGFI ＝ .890、
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異なる性役割態度の併存とその関連要因に関する検討
表　性役割態度尺度の各質問項目の得点および因子負荷量
質　問　項　目 平均値±標準偏差 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
とくに長男の妻は、しゅうとや姑の世話をすすんでする
のが望ましい 2.53±1.03 . －.001 .058 －.117
長男は、結婚後も自分の親と同居するのが自然である 2.40±0.94 .2 .012 －.035 －.049
親の老後の面倒をみる場合、長男の負担が重くなるのは
仕方がない 2.57±0.98 . .006 .091 －.155
一定の年齢になれば、男の孫がほしいと思うのは自然で
ある 2.42±0.94 .10 .020 .092 .013
子供がすべて女の子の場合には、可能なら、むこ養子を
迎えたほうがよいと思う 2.58±0.94 .19 .034 .008 .079
自分の子供や孫の代になっても、家の墓は守って行かな
ければならない 3.26±1.13 .09 －.022 －.156 .144
妻は夫の家の墓に入るべきだ 2.95±1.09 .01 －.077 －.051 .150
男性が大いに家事を分担するのは当然である 3.36±0.93 .014 . .016 －.025
男性も女性と同じくらい、自治会や PTA など地域の活
動に参加するべきだ 3.44±0.90 .052 . －.085 .077
男性も女性と同じくらい、高齢者の介護を行うべきであ
る 3.62±0.91 － .001 . .055 －.007
育児への参加は男性の義務である 3.44±0.95 － .072 .49 .048 －.001
男性社員が女性の上司を望まないのは仕方がない 2.80±1.01 .080 －.078 .4 .021
仕事中心の女性は、失うものが多すぎる 2.89±0.91 － .121 .136 .29 .032
結婚している女性が仕事を持つ場合は、常勤よりパート
が望ましい 2.96±0.96 － .052 －.070 .4 .123
政治家や経営者といった権限の大きな仕事は、どちらか
といえば男性のほうが向いている 2.97±0.98 .024 －.091 . .099
女性は男性にくらべて、仕事における責任感が弱い場合
が多い 2.97±0.93 － .011 .034 .2 －.089
共働きの夫婦は、妻が専業主婦の夫婦にくらべて、夫婦
仲が悪くなりやすいと思う 2.39±0.88 .207 .065 .49 －.058
子供が小さいうちは、母親は育児にのみ専念しなければ
ならない 3.32±1.00 － .042 －.001 －.002 .
子供を保育所などにあずけるのは、できるだけ避けるべ
きである 3.01±1.04 － .033 .034 .127 .1
良妻賢母を基本とする女子教育もよいと思う 3.19±0.95 .338 .029 －.091 .44
因子寄与 4.48 2.93 3.20 2.76
寄与率（％） 25.8 10.5 7.6 5.2





N 平均値 標準偏差 α係数
尺度間相関
家庭関連平等 仕事関連保守 家庭関連保守
家 384 18.71 5.26 .866 －.272（.000） .363（.000） .411（.000）
家庭関連平等 385 13.86 3.05 .844 －.153（.003） －.135（.008）
仕事関連保守 384 16.98 3.84 .762 .408（.000）











































































































年齢 1.145（.148） .922（.261） .998（.975）
夫の職業（vs. 夫・常勤）
夫・自営等 2.482（.040） .993（.984） .868（.706）
夫の職種（vs. 夫・技能工等）
夫・管理等 3.710（.045） 3.961（.004） 2.491（.036）
夫・事務等 4.166（.031） 2.286（.108） 1.183（.734）
夫・サービス等 4.999（.023） 3.857（.019） 2.476（.092）
年収 .814（.231） .789（.062） .792（.083）
学歴 .773（.387） 1.440（.097）  .965（.875）
（　）内はワルドのχ2による p 値






常勤 9.592（.026） 6.960（.037） 2.536（.320）
パート 3.633（.039） 1.799（.260） 2.112（.118）
自営等 1.484（.617） 1.306（.683） 1.261（.700）
年収  .880（.578）   .761（.201）  .675（.069）
学歴 1.101（.741） 1.687（.034） 1.307（.241）
夫の学歴 1.118（.590） 1.375（.074） 1.065（.698）
（　）内はワルドのχ2による p 値





年齢 .961（.560） .877（.045） .955（.465）
学歴 1.001（.995） 1.712（.006） 1.063（.753）
（　）内はワルドのχ2による p 値
































































































































































項目（－.70、p ＝ .000）と第3項目（－.66、p ＝ .000）
で前者の得点が低かった。また②では、第1～3項目
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